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2017 年研究活動実績

著書

編集ケアマネジメント事例研究会（2017）：ケアマネジメントの実務 ―Ｑ＆Ａと事例集― 追録　第 11 号，
名古屋：新日本法規出版株式会社

　　鈴木岸子．第 2 章ケアマネジメント過程．86, 95, 117, 403, 407, 431－434．

学術論文

髙橋由起子，宮川瑞穂，臼井かおり，林久美子（2017）．クリティカルケア看護に関する講演会に参加し
た看護師・看護教員・看護学生の参加満足に関する比較．日本看護学会論文集 看護教育，47，139－
142．

Megumi Horibe, Yuta Yoshino, Shinichi Domoto, Maho Nakamura, Masamitsu Shimazawa, Hideaki Hara 
（2017).  The Effects of Blue LED Light on Behavior and Retinal Function in Maternal and Offspring 
Mice.  Journal of Behavioral and Brain Science, 7, 348－359.

古田弥生，岩崎淳子，吉崎純夫，林久美子，森岡菜穂子（2017）．成人看護学実習における事前学習の現状
把握 ―学生が捉える事前学習の効果―．平成医療短期大学紀要，10，15－22．

岩瀬千尋，西村るみ子，神谷美香，須賀京子，平井眞理，岩瀬敏（2017）．長周期呼吸がもたらす急性のリ
ラクゼーション効果．看護人間工学研究誌，17，47－53．

神谷美香，武藤英理，清水八恵子，清水美恵，伊藤恒子，栗田孝子，須賀京子（2017）．看護系大学におけ
る地域貢献に関する研究 ―Ａ大学周辺地域の看護職のニーズ調査による検討―．朝日大学保健医療学
部看護学科紀要，3，1－10．

神谷美香，岩瀬千尋，西村直記，藤井徹也，平井眞理，岩瀬敏（2017）．異なる怒責の加え方による直腸内
圧と循環系の反応．看護人間工学研究誌，17，39－45．

桐山啓一郎，松下年子（2017）．統合失調症患者の自己決定能力向上を意図した療養計画の試み ― 看護師
の参画を得て患者自らが療養計画を立案・実施・評価する．アディクション看護，14（1），3－11．

桐山啓一郎，藤田紗矢子，松下年子（2017）．脳神経外科病棟の看護師が捉える脳卒中後に抑うつ状態を示
した患者とその看護．アディクション看護，14（1），12－20．

松下年子，河口朝子，辻脇邦彦，荒木とも子，内野小百合，桐山啓一郎（2017）．臨床でのアディクション
事例から、アディクション看護の課題と限界を見極める ― 第 35 回日本看護研究学会学術集会での交流
集会の報告．アディクション看護，14（1），27－32．

桐山啓一郎，小野悟，村岡大志，高島孝晃，伊藤環，石川かおり（2017）．岐阜県における精神看護専門看
護師の役割開発 ― 看護管理者の支援と「ぎふ精神看護検討会」．看護管理，27（12），1018－1021．

桐山啓一郎（2017）．精神看護専門看護師って何する人ぞ．精神看護，20（6），535－538．
内藤恭子，御田村相模（2017）．ロールプレイ演習は看護実践能力育成の教育支援となったか．日本看護学

会論文集 看護教育，47，63－66．
篠田晃子，内藤恭子（2017）．訪問看護実習における学生の学びと実習指導課題．平成医療短期大学紀要，

10，23－29．
Shizuka Otsuka, Akiko Hamahata （2017）．Recent Trend of Research on Dementia: a Report on the Alzhei-

mer’s Association International Conference．朝日大学保健医療学部看護学科紀要，3，22－26．
小俣由香，榊原千佐子（2017）．市町村広報誌における地域包括支援センターに関する情報提供のあり方の

考察．豊橋創造大学紀要，21，1－17．
五十嵐慎治，大島弓子，古賀節子，榊原千佐子，大瀬恵子，蒔田寛子，三輪木君子，村松十和，永井邦芳，
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松本尚子，山口直己，山根友絵，野村浩，西澤和義，廣瀬允美（2017）．2015 年度卒業生によるカリキュ
ラム評価 ―看護系大学生の卒業時の不安に焦点をあてて―．豊橋創造大学紀要，21，91－99．

蒔田寛子，大島弓子，山口直己，山根友絵，松本尚子，永井邦芳，廣瀬允美，五十嵐慎治，三輪木君子，古
賀節子，村松十和，榊原千佐子，野村浩，大瀬恵子，西澤和義（2017）．2015 年度カリキュラム評価
の現状と課題 ―学生・教員からの評価に焦点をあてて―．豊橋創造大学紀要，21，119－141．

松本尚子，大島弓子，山根友絵，永井邦芳，松本十和，西澤和義，蒔田寛子，三輪木君子，古賀節子，榊原
千佐子，山口直己，五十嵐慎治，野村浩，大瀬恵子，廣瀬允美（2017）．2015 年度ディプロマ・ポリシー
到達度評価 ―看護学生による自己評価アンケート結果の分析から―．豊橋創造大学紀要，21，153－
163．

須賀京子，神谷美香，田島真智子，横田知子，小園千草（2017）．学生が主体的に学ぶ基礎看護技術教育の
取り組み．朝日大学保健医療学部看護学科紀要，3，27－31．

鈴木岸子，玉腰浩司，榊原久孝（2017）．女性家族介護者の首肩背中のこりと痛み（肩こり）に関連する生
活習慣と介護状況．日本看護研究学会誌，40（4），623－630．

鈴木岸子，ゲレルツォクト・アリウンバヤル（2017）．民主化後のモンゴル国の健康指標．朝日大学保健医
療部看護学科紀要，3，23－28．

高橋直美，岩﨑淳子，北端惠子，林久美子（2017）．成人看護学領域における教育活動 ―成人看護学演習
の授業展開―．朝日大学保健医療学部看護学科紀要，3，32－36．

芝田ゆかり，高橋直美，名和めぐみ，北端惠子（2017）．2015 年度教育改革推進事業：介護予防体操作成
プロジェクト報告 ―地域と大学が連携した地域基盤型のボランティア教育システム―．朝日大学保健
医療学部看護学科紀要，3，47－54．

横田知子，須賀京子，神谷美香，宇佐美千鶴代，小黒由美子，田島真智子，小園千草（2017）．ベッドをギャッ
ジアップすることによって出現するシーツ崩れの検証 ～シーツの角の処理方法によるシーツ崩れの比
較～．愛知県看護研究学会誌，20，10－14．

横田知子，神谷美香，須賀京子（2017）．戦後の看護教育と現代日本、及び米国の基礎看護技術の比較 ―教
科書に記載されているベッドメーキング技術を例として―．朝日大学保健医療学部看護学科紀要，3，
11－16．

学会発表

林久美子，岩崎淳子．臨地実習指導者と看護教員の連携の現状と課題．第 27 日本看護学教育学会学術集会．
沖縄．2017. 8. 17 ～ 18．

髙橋由起子，臼井かおり，林久美子，西本裕．院外研修会に関するサポート体制と参加モチベーション．第
43 回日本看護研究学会学術集会．愛知．2017. 8. 29 ～ 30．

林久美子，高橋由起子，桐山啓一郎．テキストマイニングによる深部静脈血栓症に対する看護研究の傾向分
析．第 48 回日本看護学会急性期看護．岐阜．2017. 9. 7 ～ 8．

岩崎淳子，林久美子．乳がん患者の就労に関する研究の動向．第 37 回日本看護科学学会学術集会．仙台．
2017. 12. 16 ～ 17．

岩瀬千尋，神谷美香，須賀京子，岩瀬敏．長周期の呼吸法を継続的に行うことによるリラクゼーション効果．
第 35 回生体制御学会学術集会．名古屋．2017. 8. 27．

岩瀬千尋，神谷美香，須賀京子，石井智海，岩瀬敏．足浴剤を使用した足浴が歩行機能、主観的項目に与え
る影響．第 43 回日本看護研究学会学術集会．愛知．2017. 8. 29 ～ 30．

神谷美香，岩瀬千尋，西村直記，岩瀬敏．ベッド上と座位で排便を想定した怒責を加えた時の、心血管系お
よび自律神経活動の変化．第 35 回生体制御学会学術集会．名古屋．2017. 8. 27

武藤英理，神谷美香．夜勤看護管理者体制が部署運営および人材育成に及ぼす影響に関する分析．第 48 回



－ 49 －

朝日大学保健医療学部看護学科紀要　第 4 号（2018年3月発行）

日本看護学会看護管理．北海道．2017. 10．
伊藤環，桐山啓一郎，小野悟，村岡大志．看護管理者の支援－卒後から認定まで．第 48 回日本看護学会看

護管理．札幌．2017. 10. 12~13．
桐山啓一郎，松井陽子．わが国における看護と承認に関する文献の計量テキスト分析．第 36 回日本看護科

学学会学術集会．仙台．2017. 12. 16~17．
北端惠子，芝田ゆかり，高橋直美．介護予防体操作成ボランティアの活動参加が学生に与えたもの ―高齢

者との関わりで学んだ人権擁護について―．日本看護倫理学会　第 10 回年次大会．大分．2017. 5. 20
～ 21．

松井陽子，片岡三佳．精神科看護師のストレングスへの気づきとその関わりの必要性を感じた場面に関する
文献検討．第 25 回日本精神障害者リハビリテーション学会．久留米．2017. 11. 16 ～ 18．

川北美枝子，山本純子，内藤恭子，鈴木岸子，永坂和子，藤原奈佳子，山本眞理子，狩野由紀子．妻の
QEOL（quality end-of-life）を高めた夫の役割．日本エンドオブライフケア学会第 1 回学術集会．東京．
2017. 9. 16 ～ 17．

Shizuka Otsuka, Misa Komatsu, Chihiro Iwase, Shoko Nawa, Akiko Hamahata. Nurses’ Understanding of BPSD 
（Behavioral and Psychological Symptoms of Dementia).  32nd International Conference of Alzheimer’s 
Disease International. Kyoto, Japan. 2017. 4. 26 ～ 29.

清水八恵子，牧野典子 . 自己学習におけるタブレット動画視聴回数と移乗動作技術習得点の関連 ―自己学習
の方法に関する検討―．第 19 回日本看護医療学会学術集会．名古屋．2017. 9. 23．

須賀京子，渡邉順子，横田知子，橋本雅人．夕暮れ症候群を呈する認知症女性高齢者へのフェイスケアプロ
グラムの有効性の検討．第 18 回認知症ケア学会大会．沖縄．2017. 5. 26 ～ 27．

Yoriko Watanabe, Keiko Takeda, Kyoko Suga, Naoki Kuramoto. Change of Night-Day of theUrinary Volume 
Inside the Bladder in the Elderly Women. Sigma Theta Tau International’s 28th International Nursing 
Research Congress. Dublin, Ireland. 2017. 7. 26 ～ 31.

Mieko Kawakita，Jyunko Yamamoto，Kazuko Nagasaka，Kishiko Suzuki，Kyoko Naito．Alleviating Pain 
and Edema in Terminal Stage Elderly．The 3rd International Conference on Caring and Peace confer-
ence．Kurume, Japan．2017. 3. 25 ～ 26．

鈴木岸子，加藤圭子，八木正宏，加藤由美．要介護者の認知症状に起因する介護困難行動への対応が女性介
護者の生活習慣に与える影響．日本ケアマネジメント学会第 16 回研究大会 in 名古屋．名古屋．2017. 6. 
14 ～ 16．

奥田亜由子，荒木篤，今枝敬典，加藤祐子，近藤芳江，鈴木岸子，高室成幸，渡久地千絵，山田るみ子，白
澤正和．サービス担当者会議の開催プロセスについての研究．日本ケアマネジメント学会第 16 回研究
大会 in 名古屋．名古屋．2017. 6. 14 ～ 16．

川北美枝子，山本純子，永坂和子，鈴木岸子，内藤恭子，水野サヨ子．終末期の諸症状に対する緩和ケア 
―皮膚を引っ張る「施術」の試み―．日本ヒューマンヘルスケア学会第 1 回学術集会．2017. 9. 30．

田島真智子，對中百合，加藤亜妃子，林容子，新井祐恵，小笠原知枝．高齢患者の在宅療養移行を困難に
している要因の文献レビュー．日本エンドオブライフケア学会第 1 回学術集会．東京．2017. 9. 16 ～
17．

永山弘子，井村香積，小笠原知恵，加藤亜妃子，林容子，新井祐恵，對中百合，田島真智子．一般人と看護
師に用いる死生観尺度の比較．日本エンドオブライフケア学会第 1 回学術集会．東京．2017. 9. 16 ～
17．

林容子，小笠原知恵，加藤亜妃子，朝倉由紀，新井祐恵，對中百合，田島真智子．遺族からみた終末期が
ん患者の QODD と遺族の悲観回復の関連性．日本エンドオブライフケア学会第 1 回学術集会．東京．
2017. 9. 16 ～ 17．
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Machiko Tajima, Saori Sakuma, Norio Ishii. Assessment of educative efficacy of concept mapping workbook 
for basic nursing education．TNMC & WANS International Nursing Research Conference 2017．Bang-
kok, Thailand．2017. 10. 20 ～ 22．

Satoko Yokota,  Kyoko Suga.  Review of Bed Making from Comparison between Japanese and United States 
Textbooks．TNMC & WANS International Nursing Research Conference 2017．Bangkok，Thailand．
2017. 10. 20 ～ 22．


